
環境によって異なるアスリートの課題や 

心理的問題とその支援策 

 

 本研究は、アスリートが競技生活の中で直面する心理的問題と、その支援策につい

て多角的に検討することを目的とした。著者自身は幼稚園から高校までサッカーを継

続し、クラブチームや部活動を経験する中で、競技を通じた成長を実感する一方、強

いプレッシャーや不安、自己肯定感といった心理的負担も抱えていた。これらの心理

的問題は、競技中のパフォーマンスだけでなく、日常生活や引退後の人生にも影響を

及ぼす可能性があり、表面化しにくい深刻な問題であるといえる。 

 大学進学後、心理学の講義を履修し、スポーツ心理学やスポーツ社会学を学ぶ中

で、「燃え尽き症候群」や「自己無力感」「不安」といった概念が自身の経験と重なる

ことに気づかされた。また、過度なプレッシャーによる心理的問題の事例などから、

アスリートが置かれる精神的に過酷な環境への関心を一層高め、この研究テーマを設

定した。 

 本研究では、アスリートの心理的問題は個人の弱さではなく、環境・社会・文化的

要因と密接に関係しているという立場に立ち、検討を行った。第 1章ではプロアスリ

ートとアマチュアアスリートの立場や環境の違いによる心理的負担の差異を整理し

た。第 2章ではジェンダーの視点から、男性アスリートにおける支援希求の困難さ

や、女性アスリートが抱えやすい身体的イメージへの不安などを論じた。第 3章では

メジャースポーツとマイナースポーツの比較を通じ、社会的認知や資金面の差が心理

的孤立を生む構造を明らかにした。第 4章は現代スポーツ界の社会的背景を確認し、

第 5章では心理的支援の意義と具体的手法について考察した。 

 本研究を進めていくと、アスリートの心理的問題は単一要因ではなく、複合的かつ

相互作用的に形成されることが示された。また、心理的支援は特別な対処ではなく、

競技活動の基盤として位置づける必要があることが明らかとなった。今後は、競技レ

ベルや性別、競技種目に左右されず、スポーツを愛する全てのアスリートが心理的支

援を気軽に受けられる環境整備と、メンタルヘルスを語ること肯定する文化の軌道修

正が求められる。本研究は、アスリートを 1人の人間として捉え、心身の健康と尊厳

を保障するスポーツ環境の整備についてスポーツ界全体で見直すべきである。 


